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§１．研究開発実施体制  

 
１）「井上」グループ（九州工業大学） 

① 研究開発代表者：井上 創造 （九州工業大学 大学院生命体工学研究科、教授） 

② 研究項目 

・センシング・学習データの最適化 

・介入の統合 

・⼼理的予測 

・応用実証 

 

（２）「前川」グループ（大阪大学） 

① 主たる共同研究者：前川 卓也 （大阪大学 大学院情報科学研究科、准教授） 

② 研究項目 

・個人差への対応 

・身体的予測 

・応用実証 

 

 

§２．研究開発成果の概要  

 

本研究開発では、介護や医療においてケアする人、される人の将来の身体・心理状態を予測でき

る「ケア」天気予報サービスを研究開発する。通常の天気予報とは異なる「ケア」の対人インタラクシ

ョンと、品質の良い機械学習の社会への埋め込みというデジタルツインの要素技術を統合し、介入

による複数の未来や個人差への適応を実現することにより、不穏行動・事故リスク・排泄などの生理

状態といった身体的予報や、認知症の心理状態やスタッフの労働意欲といった心理的状態の予

報を可能とすることにより、介護・医療の質の向上とコスト効率化を実現できることを、実フィールド

で実証し社会受容性を実証する。 

 本年度は、ケア天気予報の開発について、まずデータ収集に必要なシステムと実証実験先につ

いては、他の研究項目に先行して取り組んだ。その結果 10 施設からデータを取得できた。特に、

心理的予測に必要な仕組みがシステムとして実現でき多くのデータを収集できた。身体的な予測

については実験室レベルのデータ収集が実現できた。 

 引き続き、センシングと学習データの最適化、介入の統合、個人差への対応といった要素技術を

研究する。 
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